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連を単変量解折、多変量解析 (Cox's proportional hazard model)にて検討した。また手術時に採取した非癌部の
肝組織を抗 Fas 抗体、抗 Fas ligand 抗体にて免疫組織化学的に検索し、肝炎の活動性との関連を検討した。
【成績】
285人の内、 8 人が術後死亡したが、全例が肝不全死であった。肝硬変群における肝不全死の頻度 (3.3%) は慢性
肝炎群での頻度 (2.9%) と有意差はなかった。肝硬変群では、高活動性肝炎群での肝不全死の発生頻度 (8.7%) は
低活動性肝炎群での頻度(1.5%) より有意に高かった (p<0.05)。慢性肝炎群でも高活動性群では肝不全死の発生




検索し得た38例(高活動性肝炎群20例、低活動性肝炎18例)にて、肝組織の門脈域の浸潤単核球の Fas ligand の









を示した。また高活動性肝炎症例では浸潤単核球の Fas ligand の発現率が有意に高く、しかもその浸潤単核球の周







ligand の発現例が有意に多いことを示した。このことより、活動性肝炎症例では、肝細胞がより apoptosis に陥りや
すい状態にあり、るこに外科的侵襲が加わると肝細胞が apoptosis になる可能性があることを示した。
本研究は、組織学的に評価した非癌部の肝炎の活動性という因子が術後肝不全に対して重要であることを多変量解
析で示したものであり、今後臨床においても肝切除術後の予後改善のために重要な因子を示したものと評価でき、博
士(医学)の学位に値するものと認める。
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